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2
5
1
0
地

匡
	
第
1
1
グ

ル
ー
ブ

2
0
0
2
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2
0
0
3

(
1
7
0
)

て
い

ま
し
た

が
、
現

在
で

は
3
0
万

人
ま
で

拡
張

さ
れ
.
水

源
を

赤
川

、
松

倉
川

、
汐

止
川

と
し
て

お
り

ま
す

。

現
在

地
球

上
の

水
は

1
8
8
0
0
0
k
m
`
あ

り
.
そ

の
内

、
海

水
が
9
7
%
.
淡

水
が
3
%
.
又

淡
水

の
う

ち

氷
山

が
2
%
、

地
下

水
が

0
.
6
%
、

池
や

湖
等

が
0
.
0
1
%
で

、
人

間
が

使
え

る
の

が
こ
の

0
.
0
1
%
だ

け

で
す

。
先

程
世

界
水

フ
ォ
ー

ラ
ム

が
あ

り
ま

し
た

が
.
そ

こ
で

は
2
1
世

紀
は
各

国
の

紛
争

は
水

が
原

因
で

起
こ
る

の
で

は
な

い
だ

ろ
う
か

と
言

わ
れ

て
い

た
よ

う
で

す
。

先
日
の
卓

上
四

季
に
か

か
れ

て
い

た
こ

と
で

す
が

、
わ

が
国

が
輸

入
す

る
仮

想
水
.
食

物
に
付

加
さ

れ
て

く
る

水
、

例
え
ば

コ
ー

ン
や

小
麦

、
牛

肉
、

鶏
肉

等
を
育

て
る

の
に
要

し
た

水
を
考

え
る

と
、

約

6
0
0
億

t
の

水
が

輸
入

さ
れ

て
い

る
こ

と
に

な
り
、

こ
れ

は
日
本

で
使

う
水

の
2
/
3
に

当
た

る
量

だ

そ
う
で

す
。

で
す

か
ら
、

世
界

の
水

の
危

機
は

其
の

ま
ま
R
本

の
輸

入
食

料
に
影

響
し
て

く
る

こ
と

に

な
り
ま
す

。
人

間
の

先
祖

は
海

か
ら
発

生
し
た

と
考

え
ら
れ

て
い

ま
す

が
、

人
間

の
体

内
の

塩
分

の
濃

度
が

海
水

の
塩

分
の

濃
度

と
同

じ
で

、
海

水
の

量
が

地
球

の
7
0
%
で

あ
る

よ
う
に
、

人
間

の
体

内
の

水
	
V

の
量

も
体

重
の

7
0
%
に

な
っ

て
お

り
ま
す

。

以
上

の
こ

と
か

ら
、

い
か

に
人

間
に

と
っ

て
水

が
重

要
な

も
の

で
あ

る
こ

と
が

お
わ

か
り
頂

け
た

と

思
い

ま
す

。
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3
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2
9
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出
席
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い
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e
e
d
i

小
笠
原
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会
長
テ
ー
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仲
間
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増
や

し
□
―
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リ
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広
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よ
う

.
′
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4
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4
5
名

|
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規
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免
除

会
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2
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1
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2
3
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2
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1
名

3
4
名

7
5
.
5
6
%

V

《第
1
9
1
5

例
会
》

第
3
8
号

4
月

1
6
日

(
水

)

「
道

南
の

野
鳥
」

日
本
野
鳥
の
会

常
務
理
事
	
林
	
	

吉
彦

氏

☆会
長
	
小
笠
原

孝
	
	
★幹

事
	
増
田
定
雄

・
テ

レ
フ
ォ
ン
サ
ー

ビ
ス

(
例
会
移
動
案
内
)
電
話
2
6
-
3
1
7
0
番

例
会
場

:
函

館
国	

際
ホ	

テ
ル

例
会
日

:
毎
週
水
曜
日

1
2
:
3
0
～

1
3
1
3
(
)

〒
0
4
凹
∞
4
回
館
市
大
手
町
5
-
1
0

事
務
局

:
函館

市
大
手
町
3
1
0
ニ
チ
ロ
ビ
ル
4
F

函
館
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
報

H
a
k
o
d
a
t
e
	
N
o
r
t
h
	
R
.
C
.

T
h
e
	
W
e
e
k
l
y
	
R
e
p
o
r
t
	
o
f

本
日
の
プ

ロ
グ

ラ
ム

「
函
館

圏
市
町
村
合

併
に
つ

い
て
」

次
回
・

4
月

2
3
日

プ
ロ
グ
ラ
ム

I
[
曖
踊

1
5
1

■
2
"
8
7
0

2
0
0
2
～

0
3
年

度

国
際

□
―
タ

リ
ー
・

テ
ー
マ

(
会
報
担

当
者

:
田

畑
	
	

収
委

員
)

α
/
:
′

｀
ど多
′

′び
'

.ヽ
.
′

2
0
0
2
～

0
3
年

度

国
際
ロ
ー
タ

リ
ー
会
長

ピ
チ
ヤ
イ
・

ラ
タ
ク
ル

慈
愛
の
種

を
播

き
ま
し
ょ
う

饉
£
糠 醸

欝

園

ロ

当
	

日
	

出
	

席

他
ク

ラ
ブ

出
席

山
	
	

皓
.
	
	
.
△

	
	
+

,
コ
	
	
	
,
,
	
	
	

ロ
	
	
	

ロ
1

出
	
	
	
	

席
	
	
	
	

率

函
館
市
企
画
部
参
事
	
川
越
	

英
雄

氏
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4
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2
0
0
2
～

2
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0
3
〈

第
1
9
1
3
回

例
会
〉
第

3
6
号

4
月

2
日

の
記

録

◎
司
	
	

会
	

小
笠
原
	

孝
会

長
	
	
	
	

◎
斉
	
	
1
日
	

君
が
代

、
奉
仕

の
理

想

◎
グ

ス
ト
	
2
5
1
0
地

区
情
報
委
員
長
	
亀
井
	
敏
清

氏
(
函
館
R
.
C
.
)

◎
ビ
ジ
タ
ー
	
函
館
R
.
C
.
吉

川
孝
臣
君
、
函
館
東
R
.
C
.
明

本
修
―
君

☆
誕

生
祝
	

阿
部

会
員

(
5
日

)
、

今
井
会

員
(
2
3
日

)

☆
結

婚
祝
	
伊

藤
会

員
(
4
日

)
、

斎
藤

会
員

(
2
0
日

)
、

中
野

会
員

(
2
8
日

)

◎
会

長
報

告
	

小
年
原
	

孝
会
長

。
I
.
M
.
の

報
告
	
3
月

2
9
日

基
調
講

演
「
N
.
P
.
0
.
と

新
た

な
公

共
」

講
師
	
N
.
R
O
.
法

人
北
海

道
N
P
O
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ
ー

理
事
	

津
田
	

祥
子

氏

フ
ォ
ー

ラ
ム

「
奉

仕
の
理

想
―

ロ
ー

タ
リ
ア

ン
が

失
っ
て

は
い
け

な
い

も
の

と
は
」

◎
委
員
会
報
告

●
会
長

エ
レ
ク

ト
報
告
	
北
村
	
祐

治
副

会
長

次
年
度

の
委
員

会
構
成

発
表

2
0
0
3
～

2
0
0
4
年

度
委
員
会
構
成

▼V

委
員

会
名

委
	
員
	

長
副
委

員
長

委
一員

A
ク

ラ
ブ

奉
仕

南
木
	

哲
雄

(
兼

4
0
周

年
記
念

式
典
幹

事
長

)

森
.
増

田
.
久

保
Π
.
山

ド
、
松
橋
、

高
橋

.

竹
谷
.
阿

部
、

西
尾
.
中

川
.
松

見

出
席

森
	
	

秀
樹

紫
前
	
雅
夫

渡
部
、

金
子
.
木

戸
浦
.
青

山
、
崎
野

ク
ラ

ブ
会

報
増

田
	
定
雄

藤
田
	

正
男

紫
前
.
茂

木
.
三

浦
、
大
谷
、
福
丼
.
青

山
、

崎
野
.
田

畑
.
渡

部

親
畦

活
動

久
保
I
n
	
博

松
見
	
修

二

渡
部
	
_
康

大
谷
、
茂
木
.
藤

谷
.
増

山
、

高
田

.

千
葉
、
成
田
.
山

下
(
清

)

プ
ロ

グ
ラ

ム
竹
谷
	
	

満
佐

々
木
公

和
山
下

(
清
)
.
茂

木

会
員

選
考

松
橋
	
	

博
新
	
	

博
夫

戸
栗

会
員

増
強

高
橋
	
哲

=
野

田
	

義
成

森
.
松

見
、

中
野
.
南

木
.
鈴

木

資
料

保
存

西
尾
	

昌
―

斎
藤
	
紀
―

久
保

職
業

分
類

中
月
1
	
洲
平

(
1
)

新
	
	

博
夫

(
2
)

小
池

(
3
)

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

ン
ヨ
ン
・

グ
ル
ー
プ

(
ク
ラ
ブ
内
と
外
と
の
情
報
を
結
ぶ
グ
ル
ー
プ

)

広
報

阿
部
	

誠
太

中
力
1
	
洲

平
藤

田
.
`
'
t
部

I
C

松
見
	
修
二

(
1
'
C
=
イ
ンタ ー

ネ
ッ
ト ・コミ ュニケ ー

シ
ョン

)

雑
■¨
ヽ

山
下
	
清
司

鈴
木
	
伸
一

松
見
、
野
田 、

戸
栗

ロ
ー
タ
リ
ー
情
報

松
見
	
修
二

(
1
)
数
下
	
義
晴

(
2
)
小
笠
原

(
3
)

V

(
1
6
5
)

B
職

業
奉

仕
鈴

木
	

仲
―

山
~
ド

	
清

司
川

村
C

会
	

奉
	

仕
増

山
	
	

正

千
葉
	
	

昭

は
庭

奉
仕

担
当

)

藤
田
	

正
男

(
子
供

奉
仕

担
当

)

三
,
i
カ
.
藤

野
.
青

山

高
田
.
藤

野

紫
前
.
川

村

D
国

際
奉

仕
野

ロ
	
エ
成

茂
本
	

政
雄

ロ
ー

タ
リ

ー
財

団
今
丼
	
定
―

中
野
	
	

亮
山

下
(
宣

)

米
山

記
念

中
野
	
	

亮
今
丼
	
定

―
椎

谷
E

新
	
	

世
	
	

代
石
橋
	

輝
夫

伊
藤
	

康
男

交
換

学
生

田
畑
	
	

収
伊

藤
	

康
男

藤
野
.
野

田
イ

ン
タ

ー
ア

ク
ト

成
日
	
	

豊
大
谷

賀
津

雄
増

田
、
=
浦

ク
ラ

ブ
奨

学
会

石
橋
	
輝

夫
川
村
	

宏
人

椎
谷
.
野

田
F

友
好

ク
ラ

ブ
小
笠
原
	

孝

◎
創
立
4
0
周

年
記
念
式
典

〈
日
:
2
0
0
3
.
9
.
2
1
)

中
野
	
	

亮
松
見
	
修
二
	
・

小
笠
原
	
孝

実
行

委
員
長

実
行
副
委
員
長

V

◎
幹

事
報

告
	

増
田
	

定
雄

幹
事

○
第

4
四

半
期

の
会

費
案

内
を
い
た

し
ま

し
た
。

今
回

か
ら
振

込
銀
行

が
変

更
に
な

つ
て
お

り
ま
す

の
で
、

お
間
違

い
の
な

い
よ

う
に
お

願
い

い
た

し
ま
す

。
尚
今

月
中

に
お

払
込

く
だ

さ
い
ま
す

よ
う
お

願
い

い
た

し
ま
す
。

○
岩
見

沢
東
R
.
C
.
創

立
2
0
周

年
記
念

式
典

が
5
月

1
7
日

に
行

わ
れ

ま
す
。
参
加

ご
希

望
の
会

員
は
幹

事
ま
で

中
し
込

み
下

さ
い
。

O
函

館
五
稜

郭
R
.
C
.
4
月

1
1
日

の
例

会
は
夜

間
例

会
に
変

更
で
す
。

O
例

会
終

了
後

、
理

事
会

を
開
催

致
し
ま
す

。

◎
親

睦
活

動
委
員

会
	

増
山
	
	

正
委

員
長

ニ
コ
ニ

コ
B
O
X
投

入
報

告

小
笠

原
会

長
…

…
ゲ

ス
ト
ス

ピ
ー

カ
ー
亀

井
さ
ん

を
歓

迎
し
て
。

増
田
幹

事
・

今
井

会
員
・

北
村

会
員
・

田
畑

会
員

・
柴
崎

会
員

・
千

葉
会

員
・

新
	

会
員
・

中
川
会

員
・

薮
下

会
員

…
…

月
は

じ
め
で

す
。

山
下

(
潮
会
員

…
…

ゲ
ス

ト
ス

ピ
ー

カ
ー

亀
井

さ
ん

を
歓

迎
し
て
。

高
橋
	

会
員

…
…

欠
席

が
ち

の
お

わ
び

で
す

。

二
浦
	
会

員
¨̈

確̈
定

申
告

が
お
わ

り
ま

し
た
。

薮
下

会
員

(
3
/
2
9
分
	

記
載
漏

れ
で

し
た
。

申
し
訳

あ
り
ま
せ

ん
。

)

◎
卓
話
	
「
ロ
ー

タ
リ
ー
よ

も
や

ま
話

し
1
	
2
5
1
0
地

区
情
報
委
員
長
	
亀
井
	
敏
清

氏
(
函
館

R
.
C
.
)

ロ
ー

タ
リ
ー

ク
ラ
ブ

に
つ

い
て

(
ロ

ー
タ

リ
ー

で
は

あ
り
ま
せ

ん
)

ロ
ー

タ
リ
ー
・

ク
ラ
プ

を
一
番

単
的

に
表
現

す
る

と
き
、	

こ
れ

を
“人

の
集

り
'
'
と

い
い
ま
す
。

次
に

ロ
ー

タ
リ
ー

の
思

想
を
弁

え
た

人
の
集

り
で
す
。

一
つ

の
社

会
型

成
と

い
っ
て

も
よ

い
で

し
ょ

う
。

こ
れ

を
サ

ロ
ン

と
表
現

す
る

こ
と

も
で

き
ま
す
。

し
か

し
、

サ
ロ

ン
と
す

れ
ば
面

倒
な
規
定

は
存

在
し

ま
せ

ん
。

ロ
ー

タ
リ
ー

に
は
規

定
.
員

」 ち
、
定

款
細

則
が

あ
り
ま
す

か
ら
純

粋
な
サ

ロ
ン

と
は

い
え

ま

せ
ん
。

ク
ラ
ブ
は
定
款
・
細
則

,
規
定
を
も
っ
た
団
体
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
団
体
と
は
何
ん
の
た
め

増
山
.
石

橋
.
出

畑

渡
部
	
二
康


